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１．概要（Summary） 

水素は貯蔵、輸送に適し、環境負荷が小さいエネルギ

ー源であるため、燃料電池など水素をエネルギーキャリア

に用いた水素エネルギーシステムに関心が集まっている。

現在、水素は主に化石燃料の水蒸気改質、食塩電解工

業の副生ガスなどにより製造されているが、地球環境保

護・保全の観点から、ソーラーパネル、風力等の再生可

能エネルギーを動力源に用いた水電解による大規模な

水素製造（Power-to-Gas）の重要性が増してきた。 

 大規模な水素製造を行う場合、貴金属を電極に用い

る固体高分子型水電解や Ni 等の遷移金属酸化物を利

用できるアルカリ水電解が知られているが、アノードにお

ける酸素過電圧及びカソードにおける水素過電圧が依然

として大きく、電極触媒材料の設計が非常に重要とされて

いる。 

 本研究では触媒の原子配列と表面構造を解析し、そ

の触媒特性との相関を検証することで触媒の高性能化を

目指している。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

分析走査電子顕微鏡 

X線回折装置 

ICP質量分析装置 

【実験方法】 

分析走査電子顕微鏡：試料をカーボンテープに塗布し、

測定槽に導入した。 

X 線回折測定：試料粉末はガラス板に固定し、Cu Ka

線を使って、θ―２θ法により２θ＝５～９０°のデータを

収集した。 

ICP 質量分析装置:試料は硝酸に溶解し、最終的に

2%の硝酸かベースとして含まれるように調製した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

分析走査電子顕微鏡によって粒子の形態観察を行っ

たところ、本研究で採用した改良エマルジョン法により作

製した粒子は 100-200 nmを有していた。 

ICP 質量分析装置により試料組成を決定したところ、仕

込み組成とほぼ同じであった。 

電解使用前後における電極材料の結晶構造変化と電

極特性を比較するために、X 線回折測定を行った。層状

化合物である Li(Ni,Fe)O2 をベースとした電極材料の劣

化機構の解析を行ったところ、003面と 104面の強度比と

触媒の初期活性に相関があることがわかった。耐久性は

それと逆の相間を示した。これは、電解中にFeドープによ

りLiが結晶から抜けにくくなるため、耐久性が高くなるもの

と考えられる。 
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